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やきものたまご創生塾を修了後、急須の窯元である㈲
洙
しゅ

山
ざん

陶苑に就職。伝統的な技法である型萬古の制作にも
取り組む久保田さんにお話を伺いました。

■畳職人から陶芸の道へ
岐阜市出身で、以前は畳職人として20年以上働いて
おり、趣味で陶芸をしていました。
本格的に陶芸の道を目指したきっかけは、体を壊して
しまったとき、「新しいことをやりたい。趣味で楽しく
やっていた陶芸で、苦しい思いをしたらどうなるか」と
考えたことです。そして、陶磁器フェアのブースで見掛
けてから何年も気になっていた「やきものたまご創生塾」
への参加を決め、四日市にやって来ました。

Vol.84

やきものたまご創生塾　11期生

久保田　学
まなぶ

さん

「やきものたまご創生塾」
▶�四日市萬古焼業界の将来を担う製陶技術者の育
成を目的として、陶磁器の製造に関する基礎的
な知識と技術を学ぶ研修

2020年度研修生募集
〈第２次募集期間〉２月10日～３月９日
応募資格など詳しくは、萬古陶磁器工業協同組合
（☎331−7146　 HPhttps://www.banko.or.jp/
index.html）へ
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■「やきものたまご創生塾」を経て就職
同塾で教えてもらった中で目新しく印象的だったの
は、盛り絵（絵付けの技法）や型萬古（成形の技法）と
いった、萬古焼の伝統的な技法です。特に型萬古に関し
ては、そのときは木型を借りてなんとか２日で仕上げま
したが、「もっときれいに作りたい」と思っていました。
同塾修了後に就職する際も「型萬古をやりたい」と言

い続け、紹介してもらったのが急須の窯元である㈲洙山
陶苑でした。普段の仕事では、鋳込み作業といって、泥
（液状粘土）を石膏型に入れる作業をしています。季節
や型の古さなどによって毎日状態が変わるので、いかに
同じようにするかが、大変でありつつ面白いところです
ね。余裕のある時期には、型萬古の制作にも取り組んで
います。
同塾にしても仕事にしても、“苦しい思いをする”つ

もりが、ずっと楽しいままですよ。最近思い出したので
すが、幼かった頃の最初の夢が陶芸家でした。陶芸家と
してはまだまだですが、ずいぶん近いところに来たなと
思っています。

■型萬古の魅力
型萬古は、木型に和紙か布を巻き、その上に薄く伸ば
した土を張り付けて形を作った後、木型をばらして抜き
取るという技法です。古い木型を譲ってもらったりオリ
ジナルの木型を作ってもらったりして、型を集めていま
す。同じ型を使っても、同じものはできないところが面
白いですね。
型萬古の魅力は、他にない技法であること。この辺り

に住んでいる人でなければ、長く陶芸をやっている人で
も知らない技
法です。180
年もの歴史が
あるのに、廃
れていってい
るのは寂しい
ですね。今も
型萬古をやっ

ている職人は数人
しかいません。手
間をかけて作って
もなかなか売れな
いので、これで生
計を立てることが
難しいためです。
なので、私は次の世代のためにも、型萬古をもっと売れ
るようにしたいと思っています。

■伝統を未来へつなぐ
私の作った作品を見て、「自分も型萬古をやってみた
い」と興味を持つ人が一人でも出てきてくれればいいな
と思います。伝統が廃れるのは時代に合っていないから
だと思うので、個性を出しつつ、時代に合ったものを作
っていきたいですね。歴史ある技法なので、こういった
技法があるということを次の世代につないでいきたいと
考えています。

◀�第33回四日市萬古陶磁
器コンペ2019で審査員
特別賞を受賞した作品
「木型透かし萬古Mk-Ⅱ
『花筏』」

　　　　「やきたま出た展」　　　　
時３月15日（日）まで　10：00～17：00
　�（最終日は15：00まで。月曜日休館。
祝日の場合は開館）

所ばんこの里会館１階　展示室
内やきものたまご創生塾修了生の作品展示
問同館（☎330−2020　FAX330−2021）

→
２月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


